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施主インタビュー

三井ショッピングパーク　ららテラスＴＯＫＹＯ－ＢＡＹ 月日
開 業

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月２９日　（水曜日）

　――開発の経緯についてお聞かせください。
　千葉県船橋市が実施する「ＪＲ南船橋駅南口市有地活用事業」
の一環で行われたプロジェクトです。建設地は年に千葉県か
ら船橋市に譲渡された約．の市有地で、駅に近接する好立地
でありながら長年未利用の場所でした。市が都市計画を進める中
で土地をＡ～Ｅの五街区に分割し、当社はＢ、Ｄ街区で大規模広
場を含む商業施設の開発を手がけました。南口エリアは既存の若
松団地やＡ、Ｃ街区で建設が進む共同住宅によって定住人口の増
加が予想され、駅からほど近い「三井不動産ロジスティクスパー
ク（MFLP）船橋Ⅰ～Ⅲ」では約人が就業するなど、十分に
商圏として成立すると見込んでいます。

　――施設の特徴は。
　「＆ＭＯＲＥ　暮らしにもっと便利さを、毎日にもっとうるお
いを。」のコンセプトに、日常的に使いやすい施設を目指しまし
た。南船橋駅に直結し、２階建ての建物には生活利便性の高い全
店舗が出店予定です。１階にはスーパーマーケットを中心にド
ラッグストアやジム、学習塾など生活に必要な機能を集積し、２
階にはクリニックモールや飲食店舗、フードコートなどを設置し
ています。また開発面積の３分の１を占める約㎡の大規模広
場空間「MIXI FUN PARK（LaLa terrace Green Park）」を整
備しました。ドッグランエリアや遊具を備えた天然芝生広場で、
今後はさまざまなイベントの実施を検討しています。

　――完成を迎えての思いを。
　無事にグランドオープンを迎えることができました。利便性の
高い商業施設として地域の皆さまに愛されることを願っていま
す。南船橋駅周辺には「三井ショッピングパーク　ららぽーとTO
KYO-BAY」や年春開業予定の大型多目的アリーナ「（仮称）
LaLa arena TOKYO-BAY」など当社が手がける施設がさらに
集積してまいります。本施設が近隣施設とのゲートウェイになる
よう、今後連携を図りながら、地域の活性化に貢献してまいりま
す。

フードコート

上空から見た全景

■工　事　名　称：（仮称）南船橋駅前計画新築工事
■工　事　場　所：千葉県船橋市若松２丁目２番１号
■建　築　主：三井不動産株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地上２階
■構　　　造：Ｓ造
■設計・監理：三井住友建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：三井住友建設株式会社東関東支店
■工　　　期：年月日～年月日

写真提供：川澄・小林研二写真事務所
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Ｂ中棟、Ｂ西棟 広場

　三井不動産が千葉県船橋市のＪＲ南船橋駅前で開発を進めていた
「三井ショッピングパーク　ららテラスTOKYO-BAY」が月日
に開業を迎える。本施設は市が実施している「ＪＲ南船橋駅南口市有
地活用事業」の一環。基本設計を東急設計コンサルタント、実施設計

・監理と施工は三井住友建設が担当した。商業施設はＳ造２階建て延
べ１万㎡の規模。スーパーマーケットや飲食店、ジムなど生活利
便性の高い全店舗が順次オープンする。あわせて約㎡の芝生広
場を整備。利用者に憩いの場を提供する。

　「三井ショッピングパーク　ららテラスTOKYO-BAY」は、
駅至近の生活利便を支える地域密着型の商業施設として計画され
ました。
　敷地は、新たに供用を開始した市道を挟んで「ＪＲ南船橋駅に
接続するＤ敷地」と「ＵＲ団地と接する東西約ｍのＢ敷地」
に分かれています。両敷地とも建物は２階建てとし、さらにＢ敷
地は建物を４棟に分割して建物のスケール感を抑えた計画とする
ことで、近隣の既存施設と駅前との関係性を分断せずに「まち」
になじんだ商業施設となるように配慮しています。また、各棟を
ブリッジで連結することで、商業施設としての「まとまり感」と
「一体利用」、歩車分離による「安全性」を実現すると共に、南
船橋駅、ＵＲ団地、ＩＫＥＡ、新設広場、今後竣工予定のアリー
ナへの動線をシームレスにつなぐゲートウェイとしての機能を担
う計画としています。

　外装デザインは、駅前ロータリーに対するお迎え感だけでなく、
京葉線の車窓や駅ホームからの見え方にも配慮し、各棟の軒・屋
根を連続させ一体性を持たせた大きなデザインとしました。軒は
鉄道高架下から、ららぽーとTOKYO-BAYへ続く歩道「ららス
トリート」の屋根に呼応するように斜めに度傾け、木目の仕上
材を選定することで「駅前ロータリーへの開放感」と「施設コン
セプトであるナチュラル感」を前面に表現することを意図してい
ます。
　内装デザインは各棟の配置や特性に合わせ、以下のような空間
コンセプトとしました。
　駅ロータリー前面の棟
　エリア全体での一体感を創出する為、ららストリートで用いた
四角形のモチーフを施設カラーのピンクで再構築した空間。
　駅に接続した棟
　外装デザインのイメージを踏襲して、木目と植栽を用いたナチ
ュラルな空間。
　広場やフードコートに近接した棟
　利用者層を意識し、パステル色の組み合わせによる柔らかく軽
やかな空間。
　今後、アリーナや集合住宅が竣工し、「まち」として成熟して
いくのに伴い、緑豊かな広場を併設する当施設が「憩いと賑わい
の回遊拠点」として愛される場になることを願っています。
　三井住友建設株式会社　建築本部

　第一設計部　金子怜美　第二設計部　杉浦　渓


